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＜要　　　約＞
　本研究は，反転授業における事前学習動画の導入の効果を検討することを目的とする。「社
会心理学実験研究法」を受講する女子大学生 93 名が本研究の対象者であった。反転授業は，
第 3 回，第 4 回，第 5 回の授業において実施され，第 6 回の授業時に，以下の内容の質問紙
調査を行った。まず，本授業に関しての，学習動機（浅野，2002），予習の仕方（三保・本田・
森・溝上，2016），主体的学習態度（畑野，2011），学習アプローチ（河井・溝上，2012）を
測定する尺度が設けられていた。続いて，事前学習動画について，視聴回数，動画を見るこ
とに対する積極性，視聴メディア，視聴場所について尋ねる項目が設けられていた。事前学
習動画の視聴頻度および視聴の積極性と学生の学習態度との関係を検討するために相関分析
を行った結果，視聴回数が多いほど，視聴の積極性が高いほど，学生の学習態度が向上する
ことが示唆された。事前学習動画と学習態度の関係について考察した。
      * 大妻女子大学　人間関係学部　人間関係学科　社会・臨床心理学専攻
反転授業における事前学習動画の視聴回数および視聴の積極性と 
学習態度との関係
The relationship between frequency and positiveness of viewing the prior learning 
video and Learning Attitude in the flipped classroom
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１．目的
　反転授業とは，授業と宿題の役割を「反転」させ，
学生が授業前に知識習得を済ませ，教室では学ん
だ知識を使うことで学ぶ活動を行う授業形態のこ
とを指す（重田，2014）1)。反転授業では，従来
の授業での講義の部分は動画ファイル等であらか
じめ提供され，学生は事前にそれを視聴して自分
で学ぶことになる。反転授業の導入による効果の
一つは，教室での学習時間が増えることである（佐
藤，2016）2)。したがって，実習の科目では，対
面授業での実習の時間により多くの時間を取るこ
とができるため，学生の能動的学習態度の高まり
につながる可能性が考えられる。本研究では，社
会心理学分野の実験実習科目において，反転授業
の導入の効果を検討することを目的とする。
　具体的には「社会心理学実験研究法」を取り上
げる。本授業の達成目標として，「自分たちで研
究テーマを探し，実験計画を立てることができ
る」，「自分たちの研究成果を適切にプレゼンで示
すことができる」，「グループによる共同作業を通
じて，視野を広げる」などがあり，これらの目標
を達成するためには，学生の能動的学習態度が重
要であると考えられる。このような能動的学習態
度が求められる授業における，事前学習動画の視
聴回数および視聴の積極性と学生の学習態度との
関係を検討する。
　事前学習動画の視聴回数が多いほど，視聴の積
極性が高いほど，能動的学習態度が高いと予測す
る。
２．方法
（１）調査協力者
　都内の女子大学における大学 2 年生対象の「社
会心理学実験研究法」を受講する女子大学生 93
名が本研究の対象者であった。
（２）手続き
　本授業は全 15 回であり，前半と後半で異なる
テーマを扱っていた。第 1 回目は授業ガイダンス
であり，第 2 回から第 5 回目までが第一テーマ，
第 6 回から第 15 回目が第二テーマであった。前
半の第一テーマでは，受講生は皆同じ内容の社会
心理学の実験を行い，科学的レポートにまとめる
ことを行った。後半の第二テーマでは，グループ
ごとに受講生自身でテーマを決めて，社会心理学
の実験を行い，プレゼンレーションを行った。
　反転授業は，第一テーマにおける第 3 回，第 4 回，
第 5 回目の授業において実施され，受講生は，そ
れぞれの授業の前に事前学習動画を視聴してくる
ように指示されていた。動画の内容は授業の講義
の部分であり，それぞれ第 3 回目が「目的と仮説」，
第 4 回目が「結果」，第 5 回目が「考察と引用文献」
という内容であり，視聴時間は 15 分から 20 分程
度であった。動画は，教育支援システム manaba
にアップロードされ，受講生は学外からでも視聴
可能であった。
　教室での授業では，まず教員による課題の
フィードバック，事前学習の達成度を確認するた
めの事前小テストの実施や教員による事前学習内
容の補足説明などを行い，その後はグループ活動
を行った。本授業は 2 限続けての授業であり，グ
ループ活動の時間は全体の半分以上を占めてい
た。
　第 6 回目の授業時において，質問票による調査
を行った。
（３）質問票の構成
　まず，本授業に対する学習態度を測定するため
に，以下の尺度が設けられていた。
　学習に対する意欲・姿勢を測定するために学習
動機尺度（浅野，2002）3) に 4 件法（1：全く当て
はまらない− 4：よく当てはまる）で回答を求めた。
この尺度は，積極的関与を測定する 3 項目と継続
意志を測定する 2 項目の全 5 項目で構成されてい
た。次に，授業に向けての主体的な予習の仕方を
測定する予習の仕方尺度（三保・本田・森・溝上，
2016）4) に 4 件法（1：全く当てはまらない− 4：
よく当てはまる）で回答を求めた。この尺度は 3
項目で構成されていた。次に，授業において主体
的に学習を行っているかを測定する主体的学習態
度尺度（畑野，2011）5) に 5 件法（1：当てはまら
ない− 5：当てはまる）で回答を求めた。この尺
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度は，9 項目で構成されていた。次に，授業にお
いてどのような学習アプローチをとっているかを
測 定 す る 学 習 ア プ ロ ー チ 尺 度（ 河 井・ 溝 上，
2012）6) に 6 件法（1：まったくそう思わない− 6：
とてもそう思う）で回答を求めた。この尺度は，
深い学習アプローチを測定する 8 項目と，浅い学
習アプローチを測定する 7 項目の全 15 項目で構
成されていた。
　続いて，事前学習動画について，視聴回数，動
画を見ることに対する積極性，視聴メディア，視
聴場所について尋ねる項目が設けられていた。視
聴回数については，第 3 回，第 4 回，第 5 回のそ
れぞれの事前学習動画について，「授業の前にみ
ましたか？」という問に対して「見た」または「見
なかった」のどちらかを選択するように教示がさ
れていた。動画を見ることに対する積極性につい
ては，7 件法（1：全く積極的でない− 7：非常に
積極的）で回答を求めた。視聴メディアについて
は，事前学習動画を見る際に，最も多く使用して
いたメディアを「パソコン」，「スマートフォン」，
「その他」から 1 つ選択し，「その他」を選択した
場合は，具体的なメディアを書くように教示がさ
れていた。視聴場所については，事前学習動画を
見る際の最も多かった場所を「大学」，「自宅」，「移
動中（電車やバス等）」，「その他」から 1 つ選択し，
「その他」を選択した場合は，具体的な場所を書
くように教示がされていた。
３．結果
（１）各尺度の信頼性についての検討
　学習態度尺度について，因子分析（主因子法，
バリマックス回転）を行ったところ，2 因子構造
が確認された。第 1 因子は継続意志（3 項目），第
2 因子は積極的関与（2 項目）であった。継続意
志得点，積極的関与得点としてそれぞれの因子に
含まれる項目の平均得点を用いた（α =.87；α = 
.54）。
　予習の仕方尺度の 1 因子構造を確認するために，
主成分分析を行ったところ，第 1 主成分の負荷量
が「課された課題だけをおこなう」項目のみ低かっ
たため，この項目を除いた 2 項目について，再び
主成分分析を行ったところ，すべての項目が第 1
主成分に高い負荷量を示した。したがって，2 項
目の平均値を予習の仕方得点とした（α =.66）。
　主体的学習態度尺度の 1 因子構造を確認するた
めに，主成分分析を行ったところ，「授業はただ
ぼうっと聞いている」と「プレゼンテーションの
際，何を質問されても大丈夫なように十分に調べ
る」の 2 項目の負荷量が第 1 主成分と第 2 主成分
にわたり高かったため，この 2 項目を除いた 7 項
目について再び主成分分析を行ったところ，すべ
ての項目が第 1 主成分に高い負荷量を示した。し
たがって，7 項目の平均値を主体的学習態度得点
とした（α =.84）。
　学習アプローチ尺度について，因子分析（主因
子法，バリマックス回転）を行ったところ，「で
きるかぎり他のテーマや他の授業の内容と関連さ
せようとする」の 1 項目が 2 因子に高い負荷量を
示しており，「授業内容を理解するのが難しかっ
た」と「私は，教えられたことに対して，自分で
深く考えずに受け取る傾向がある」の 2 項目がど
の因子においても負荷量が低かったため，この 3
項目を除いた 12 項目について，再び因子分析を
行った。その結果，2 因子構造が確認された。第
1 因子は，深い学習アプローチ（7 項目），第 2 因
子は，浅いアプローチ（5 項目）であった。深い
学習アプローチ得点，浅い学習アプローチ得点と
してそれぞれの因子に含まれる項目の平均値を用
いた（α =.83；α =.79）。
（２）視聴回数および視聴の積極性と学習態度と
　　  の関係
　事前学習動画の視聴回数および視聴の積極性
と，学習態度との関連を検討するために，相関分
析を行った（Table 1）。まず，視聴回数と学習態
度との関係を検討した結果，視聴回数と積極的関
与，予習の仕方，主体的学習態度との間に正の有
意な相関がみられ（ps＜.05），浅い学習アプロー
チとの間に負の有意な相関がみられた（p＜.01）。
次に，視聴の積極性と学習態度との関係を検討し
た結果，視聴の積極性と積極的関与，継続意志，
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Table 1　視聴回数および視聴の積極性と各学習態度との相関係数
Table 4　視聴場所ごとの視聴回数および視聴の積極性と各学習態度との相関係数
Table 5　視聴メディアごとの視聴回数および視聴の積極性と各学習態度との相関係数
Table 2　事前学習動画の視聴場所の度数と割合
Table 3　事前学習動画の視聴メディアの度数と割合
積極的関与 継続意志 予習の仕方
主体的
学習態度
深い学習
アプローチ
浅い学習
アプローチ
視聴回数 .263* .057 .321** .354** .165 -.295**
視聴の積極性 .399*** .307** .437*** .613*** .338** -.386***
注．*p  < .05; **p  < .01; ***p  < .001
積極的関与 継続意志 予習の仕方
主体的
学習態度
深い学習
アプローチ
浅い学習
アプローチ
視聴回数 .272 .293† .369* .372* .157 -.388*
視聴の積極性 .379* .409* .369* .709*** .369* -.436*
視聴回数 .218 -.165 .195 .364† .381† -.380†
視聴の積極性 .323 .245 .284 .483* .356† -.501*
視聴回数 .424* .231 .182 .491** .070 -.410*
視聴の積極性 .244 .072 .202 .392* .254 -.206
注．†p  < .10; *p  < .05; **p  < .01; ***p  < .001
自宅
大学
移動中
積極的関与 継続意志 予習の仕方
主体的
学習態度
深い学習
アプローチ
浅い学習
アプローチ
視聴回数 .219† .027 .291* .383** .214† -.345**
視聴の積極性 .388** .329** .371** .550*** .355** -.323**
視聴回数 .564† .705* .053 .343 .314 -.423
視聴の積極性 .462 .600† .428 .736* .555 -.760*
注．†p  < .10; *p  < .05; **p  < .01; ***p  < .001
スマートフォン
パソコン
 
度数 割合
自宅 34 38.2%
移動中 28 31.5%
大学 25 28.1%
その他 2 2.2%
 
度数 割合
スマートフォン 79 88.8%
パソコン 10 11.2%
その他 0 0.0%
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予習の仕方，主体的学習態度，深い学習アプロー
チとの間に正の有意な相関がみられ（ps＜.01），
浅い学習アプローチとの間に負の有意な相関がみ
られた（p＜.001）。次に，探索的ではあるが，視
聴場所ごと視聴メディアごとの視聴回数および視
聴の積極性と学習態度との関係を検討するため
に，視聴場所および視聴メディアの度数（割合）
を算出した（Table2 ; Table3）。視聴場所について，
自宅と回答した協⼒者は 38.2%，移動中は 31.5%，
大学は 28.1%，その他は 2.2% であった。「その他」
の具体的な場所はアルバイト先であった。「その
他」を選択した協⼒者は 2 名であり分析が難しい
ため，「自宅」，「移動中」，「大学」の 3 か所を分
析対象とした。視聴メディアについて，スマート
フォンと回答した協⼒者は 88.8% であり，パソコ
ンは 11.2%，その他は 0%であった。したがって，「ス
マートフォン」と「パソコン」の 2 つを分析対象
とした。これらの分類に基づき，視聴場所ごとの
視聴回数および視聴の積極性と学習態度との相関
分析の結果を Table4 に，視聴メディアごとの視
聴回数および視聴の積極性と学習態度との相関分
析の結果を Table5 に示す。 
（３）視聴メディアおよび視聴場所による視聴回数，
　　  積極性の違い
　まず，視聴場所（自宅，移動中，大学）による
視聴回数および視聴の積極性の違いを検討するた
めに分散分析を行った。その結果，視聴の積極性
において視聴場所の主効果が有意であった（F (2, 
77)= 3.24, p＜.05; Figure 1）。多重比較を行ったと
ころ，視聴場所が大学に比べ自宅の方が積極性が
高い傾向があることが示された（p＜.10）。なお，
視聴場所による視聴回数の違いはみられなかった
（F (2, 77)= 0.11, n.s.)。
　次に，視聴メディア（スマートフォン，パソコン）
による視聴回数および視聴の積極性の違いを検討
するために t 検定を行った。その結果，視聴回数
および積極性の違いはみられなかった（t (80) = 
0.96, n.s.; t (80)=0.37, n.s.） 
4．考察
　本研究では，能動的学習態度が必要とされる社
会心理学分野の実験実習科目を取り上げ，反転授
業における事前学習動画の視聴回数および視聴の
積極性と学習態度との関係を検討した。その結果，
事前学習動画の視聴回数が多いほど，また，視聴
の積極性が強いほど，学習態度の得点が向上する
ことが示された。また，視聴場所が自宅の場合の
方が大学である場合に比べ，視聴の積極性が高い
傾向があることが示された。また，探索的ではあ
るが，視聴場所および視聴メディアの違いによっ
て，視聴回数および視聴の積極性と学習態度との
関係に違いがある可能性が示唆された。
　これらの結果から，社会心理学分野の実験実習
科目において，事前学習動画の導入が学生の学習
態度を向上させる可能性が考えられる。また，視
聴場所によって視聴の積極性に違いがみられたこ
とから，視聴環境が学習態度に影響を与える可能
性が考えらえる。
　本研究の今後の課題として次の 2 点を述べる。
Figure １　視聴場所ごとの視聴の積極性得点の平均値と標準誤差
1
2
3
4
5
6
7
大学 自宅 移動中
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まず，事前学習動画を視聴する前の事前調査を行
い，事前事後での比較を行うことによって，事前
学習動画が学生の学習態度に与える影響を検討す
る必要がある。次に，視聴場所および視聴メディ
アの違いが，どのようなメカニズムで学習態度に
影響を与えているかを検討することが今後の課題
である。
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